第４部　第２章　戦国大名と豪商が担った安土桃山文化
教科書p.98～101
問１　安土桃山文化について，資料を見て，各問いに答えなさい。

[資料１]　　　　　　　　　　　　　　　 [資料２]
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[説明文]
	[資料１] は大阪城です。この城はａ高い石垣や深い堀で囲まれ，複雑につくられています。また，石垣の上には雄大なｂ天守が築かれており，この時代を象徴する建造物となっています。
また，同じころに［資料２］に代表される金箔を使った絵が，屏風やふすまにえがかれるようになりました。このような作品が見られるのも，このころの文化の特徴です。


(1) ［資料１］を築城した人物の名前を答えなさい。知
(2) ［資料２］の作者を，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。知
ア．運慶　　イ．雪舟　　ウ．狩野永徳　　エ．千利休
(3) ［説明文］の下線部ａについて，［資料１］が複雑につくられている理由を説明しなさい。思
(4) ［説明文］の下線部ｂについて，天守が築かれるようになった理由を説明しなさい。思
(5)　16世紀，［資料１］，［資料２］に代表されるような壮大で豪華な文化が生まれた。このような文化が生まれた背景として正しいもの，を次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。思
ア．東アジアと交流をもたなくなったことから，貴族を中心に自国への関心が高まった。
イ．土地をめぐる争いから生まれた武士が，初めて政治の実権をにぎるようになった。
ウ．大陸との交流により律令や仏教が伝わり，天皇を中心とした国のしくみがつくられた。
エ．有力武将の政策などにより商業が活発になり，経済力をもつ豪商とよばれるものが現れた。
問２　会話文・資料を見て，各問いに答えなさい。
[資料３]
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[資料４]　　　　　　　　　　　　　　　　　　［資料５］
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[会話文]
	けんた：［資料３］は16世紀に日本に伝わった世界図屏風です。授業で使う世界地図とは違うところがいくつもあるね。
さくら：［資料３］は授業で使う世界地図に比べて，日本がずいぶんと東にえがかれているわ。州の位置を考えても，［資料３］は（　Ａ　）州でつくられたものだと思うわ。
それにしても，当時の外国の人々はなぜこのような世界地図をつくったのかしら。
けんた：それは，（　　　Ⅰ　　　）だからだよ。日本にもひんぱんに来航し，ａ貿易を行っていたことがわかっているよ。
さくら：ｂ現代の日本でも使われている言葉の中には，この貿易の影響を受けているものもあるのね。


(1) ［会話文］のＡにあてはまる語句を答えなさい。資
(2) ［会話文］のこのような世界地図を何に使ったのかを考えて，Ⅰにあてはまる文を10字以内で答えなさい。思
(3) ［会話文］の下線部ａで日本に伝わったものとして，誤っているものを次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。知
ア．将棋　　イ．カステラ　　ウ．たばこ　　エ．活版印刷
(4) ［会話文］の下線部ｂについて，［資料４］は言葉の面で外国語が日本語として使われるようになった例である。Ｂにあてはまる語句を答えなさい。資
(5) ［拡大図］は［資料５］の一部を拡大したもので「南蛮寺」とよばれる建物である。どのような活動を行う場所か説明しなさい。思
[拡大図]
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